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令和７年度 事業計画 

 

 

１ 多文化共生社会の推進 

 

（１）外国人相談センターの運営 

在住外国人の総合相談窓口として協会内に設置している「外国人相談センター」

において、日常の生活相談のほか出入国やＤＶ等に関する専門的な相談について、

日本語・中国語・英語・韓国語・タガログ語・ベトナム語で対応する。 

 

対 応 言 語 受 付 時 間 

日本語、タガログ語、 

ベトナム語 

月～金曜日    ９：００～１７：００ 

中国語、英語、韓国語 毎週木曜日  １３：００～１７：００ 

     ＊タガログ語・ベトナム語は要予約     ＊緊急時は随時対応 

このほか、高度に専門的な相談に対応するため、出入国在留管理局の職員や弁

護士による外国人のための専門相談会を開催する。（予約制、年６回開催、相談

料・通訳料は無料） 

また、市町村や教育機関へ外国人相談センターの周知を行うとともに、よくあ

る相談内容を取りまとめた「外国人そうだんＱ＆Ａ」を改訂・配付する。 

さらに、保健・教育機関からの相談において、言語や文化面での仲介役が必要

と判断される案件には、AIA コミュニティサポーター（通訳）を帯同して面談相

談に対応するなど、県内の外国人相談体制の充実と強化を図り、外国人が暮らし

やすい地域づくりを進める。 

 

（２）災害時の外国人支援 

大規模災害発生時に設置される「災害多言語支援センター」の運営が円滑に

行えるよう、日頃より県・市町村の担当や日本語教室、警察、社会福祉協議会

等との連絡・協力体制の構築を図る。 

また、様々なイベント等において「やさしい日本語」の周知を行うほか、関係

者等との連携を図り災害時の外国人支援に対する意識啓発を行う。 

 

（３）多文化共生を推進する人材の確保 

  ①ＡＩＡコミュニティサポーターバンクの運営 

在住外国人の支援及び県民の国際理解の推進を図るために、語学力や異文化

について理解がある県民等を「ＡＩＡコミュニティサポーター」として登録し、

通訳・翻訳・文化紹介などの依頼に応じて派遣する。 

  ②ＡＩＡボランティアの確保 

秋田県内の大学等に所属する留学生に日本文化や秋田の家庭の日常生活を体
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験してもらうための「ホストファミリーボランティア」、日本語での会話力の

上達を目指す外国出身者の会話のパートナーとなる「おはなしボランティア」

をそれぞれ募集・登録し、派遣やマッチングを行う。 

「ホストファミリーボランティア」については、留学生とホストファミリー

及びホストファミリー間の交流促進・新規ボランティア登録促進を図るために

交流会を実施する。 

 

（４）ＡＩＡ訪問受入 

職場訪問やインターンシップの希望者を受け入れ、児童、生徒、学生、教師等

の国際協力、多文化共生社会に対する理解を深める。 

 

（５）人材育成等 

  ①ＡＩＡコミュニティサポーター・ボランティアの研修 

ＡＩＡコミュニティサポーター及びＡＩＡボランティアを対象に、実践で役

立つ通訳・翻訳技術の向上等を目的に研修会を開催する。 

   ②あきた日本語サポーターの登録 

地域に暮らす外国人が孤立することなく安全・安心に暮らしていくためには、

地域社会との意思疎通に必要な日本語能力を身に着けることが重要なことから、

外国人に日本語を教えられる者や日本語教育に関心のある者を「あきた日本語

サポーター」として登録し、日本語指導者を必要としている企業や個人とのマ

ッチングを行う。 

また、さらなる外国人セーフティネットワークづくりに繋げるため、新たな

サポーターの掘り起こしに努める。 

 

（６）日本語教育支援の充実強化 

日本語教育の推進に関する施策を総合的にかつ効果的に推進するため、県が策

定した「秋田県日本語教育の推進に関する基本方針」に基づく各種取組を進める。 

生活分野における日本教育事業の推進にあたっては、総括コーディネーターを

協会内に配置し事業の企画・運営を総合的に行う。 

①市町村の実状を把握するための巡回・調査 

  日本語教室が開催されていない空白地域の市町村を中心に、個別事情を深

掘りし、必要な支援は何かを具体的に検討する。 

②日本語学習支援に関する情報発信 

在住外国人等に日本語学習支援に関する情報を効率的に周知するため、専

用ウェブサイトを制作する。 

③日本語学習支援者の養成 

日本語学習支援者が必要な知識・技能・専門性を養うことのできる講座を

開催する。 

   ④日本語教育人材バンクの運用 

日本語教育人材の活躍・活用を促進するため、資格や支援経験、研修受講
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歴等に基づくランク付けを基準に人材登録を行い、日本語教室、企業、外国

人等の依頼に応じてマッチングできるよう、日本語学習支援者の体系的な研

修制度と組み合わせた人材バンクの運用方法について検討する。 

   ⑤やさしい日本語の普及・啓発 

日本語学習支援の質の向上を図るため、自治体、一般県民、企業等を対象

に「やさしい日本語」を学ぶ研修会を開催するとともに、ウェブサイト等広

報媒体を活用し周知を図る。 

 

２ 民間団体等の活動の活性化 

 

（１）連携・協力のための情報収集と情報提供 

  ①あきた国際活動民間団体ネットワークの運営 

国際交流・国際協力・多文化共生などの活動を行っている団体に、あきた国

際活動民間団体ネットワーク「あきたエアネット」への登録を促すとともに、

その活動内容を広く県民に知ってもらうため、各登録団体から「あきたエアネ

ット」に提出される活動報告書を、ホームページや Facebook に掲載する。 

 

（２）助成事業 

  ①あきた国際活動助成金の交付 

地域で国際交流、国際協力、国際理解又は多文化共生社会の推進のための活

動を行っている民間団体等の活動費の一部を助成することにより、地域に密着

した民間団体等の主体的な取り組みを推進する。 

 

３ 国際交流に関する情報や機会の提供 

 

（１）多様な媒体による多言語での情報発信 

ホームページや Facebook、Ｅメール等のネットワーク媒体や情報誌などを活用

して、在住外国人に必要な生活情報や制度の改正等の情報を、日本語・中国語・

英語・韓国語（情報誌はタガログ語やベトナム語並びにネパール語も）により提

供する。 

また、協会の活動内容を随時紹介するほか、県内の市町村や国際交流団体が実

施するイベントなど、国際交流に関する情報を広く発信する。 

 

（２）異文化交流スペースの運営管理 

協会内に在住外国人と県民が自由に交流できるスペースを設置し、第２・第４

木曜日及び隔月の第３土曜日並びに夏季・冬季休み期間中にインターナショナル

デーとして、県 CIR やコミュニティサポーターを活用した交流会を開催するとと

もに、外国の文化を紹介する企画展示を定期的に行う。 

また、ユニセフライブラリー、民族衣装や国旗の貸出を行うほか、Wi-Fi（無線
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LAN）環境の提供を行う。 

 

（３）あきた国際フェスティバル２０２５ 

県民の異文化体験や在住外国人との交流の場を提供するために、県民の誰もが 

気軽に参加できるフェスティバルを開催する。 

国際交流活動団体の活動紹介や外国人等による外国文化紹介ブース、各国のダ

ンスや音楽を楽しむステージパフォーマンス、クイズラリーなど、多くの県民が

参加できる多様なプログラムを実施する。 

  【期日】令和７年１０月５日（日）  

  【場所】秋田拠点センター ALVE きらめき広場 

 

 

４ 諸外国との交流 

 

（１）中国甘粛省からの技術研修員の受入 

本県と友好協定を締結している中国甘粛省から考古学技術研修員を受け入れ、

博物館等において研修を行う。また、県内の文化施設を訪問し日本文化を学ぶほ

か、県民との交流機会を通じて県民の国際理解を促進する。 

    【受入期間】９月頃～（１ヵ月程度） 

      【受入人数】１名 

    【研修場所】県立博物館、埋蔵文化財センター、当協会等 

 

 

５ 業務執行・管理体制の強化 

 

（１） 協会体制の強化 

   既存事業に加えて日本語教育支援の充実・強化に向けてコーディネート機能な

ど、協会体制の強化が必要となることから、賃金水準の引き上げや研修の実施な

ど職員士気の高揚に努めながら対応を図る。 

 

（２）協会事業の周知等 

県内市町村広報や報道機関を活用して協会の事業内容の紹介を行うほか、各種

会議やイベント等において協会の事業に関するＰＲ活動等を行うことにより、協

会事業の周知を図る。 

また、関係団体等を訪問し、相互の連携・協力体制の構築を図る。 

 

（３）賛助会員の確保  

県内で国際交流事業に取り組んでいる企業や団体等に協会の事業内容等を紹介

し、事業の趣旨に賛同する企業等を募る。 


